
公表日：令和６年２月１日 事業所名：第６アスペ サービス種類：放課後等デイサービス

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

国の指定基準を満たしたスペースを確保し
ています。

はい…１９
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…０

指定基準を満たしたスペースになっている事を、面
談時など保護者へ平面図を用いながら、再度お伝
えしていくようにしていきます。

2 職員の適切な配置
国の基準となっている人員配置より多く配置
しており、お子様のご様子や変化などにも対
応できるようにしています。

はい…１９
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…１

保護者との面談時に、人員配置を満たした適切な
状態であることを再度お伝えしていくようにします。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

構造上シンプルな造りとなっています。小さ
な段差のある箇所では、職員が見守りなが
ら、安全確保に努めています。

はい…１９
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…０

施設の構造上、バリアフリー化とは言い難いです
が、低い段差の箇所では職員が見守り、安全確保
に努めて活動を行っていきます。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

日々の清掃に加え、手洗い、アルコール消
毒を実施し、空気清浄機や季節に応じ、加
湿器などを設置しています。

はい…２０
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後も日々の清掃はもちろん、アルコールなどでの
消毒を実施し、心地よく過ごせる環境作りに努めて
いきます。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

法人全体で定期的に、業務改善の為のレ
ポート提出があり、その中であがった意見は
検討、改善を行っています。

今後も継続して実施していきます。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

現在は実施しておりません。
今後、要望があれば、検討の上、外部評価の活用
を考えていきたいと思います。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

法人内での毎月の勉強会や外部の研修会
に参加し、全ての職員と共有する事で、資質
の向上に努めています。

今後も継続して実施していきます。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

支援期間毎に保護者と面談を行い、支援内
容の確認を行っています。そして、面談での
内容を職員間で話し合い、ニーズと照らし合
わせながら、作成しています。

はい…２０
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後も、より一層丁寧な作成を心掛けていきます。
また、様々な活動を計画し、実施していきます。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

保護者との面談の際、前回の支援内容につ
いて振り返り、現状を共有しています。その
中で、新たな課題があれば、新しく目標設定
を行い、支援計画書の作成を行います。

今後も継続して実施していきます。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

身辺自立、療育課題、コミュニケーション、各
機関との連携についての項目設定を行って
います。項目ごとに利用者の課題を設定し、
課題に対して支援内容を設定しています。

はい…２０
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後も継続して実施していきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用            　　　　　　　　                 (別添様式２)
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

保護者との面談を行った上で、お子様に
合った支援計画を作成し、その支援内容に
沿った支援に努めています。また、お子様の
状況に応じ、計画の見直しを行う等対応して
います。

はい…１９
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…１

お子様一人一人のニーズを保護者と確認し、支援
の方向性を統一した上で、計画書を作成していきま
す。また、お子様の状況を見ながら、計画書に沿っ
てサービス提供していくように努めていきます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案
毎日行われるミーティングの中で、職員全員
が意見、立案ができるよう環境を整え、より
良い支援ができるように努めています。

今後も継続して実施していきます。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

平日は学校終了後、長期休暇や学校の代
休時は午前から施設を開所し、居場所の提
供を行っています。平日は学校の宿題や集
団でのレクリエーションを中心に行い、長期
休暇には調理実習や買い物などの体験を計
画し、支援しています。

今後も様々な体験や活動を通じて、お子様の成長
に繋がる支援を行っていきます。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

お子様の特徴や状況に合わせて、日々の療
育内容を考え、プログラムの構築を行い、定
期的に見直しを行っています。また長期休暇
では様々なレクリエーションを用意し、色々
な体験ができるように取り組んでいます。

はい…１９
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…０

活動内容が固定化しないように、療育内容を工夫
し、取り組んでいきます。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

毎日お子様が来所される前にミーティングを
行い、お子様の様子や、その日の役割分担
や伝達事項の確認を行っています。また、そ
の日のプログラムや活動内容を話し合い、
支援に反映しています。

今後も継続して実施していきます。

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの情
報の共有化

その日にあった出来事や、お子様への支援
内容については記録を残し、振り返りができ
るようにしています。また、翌日のミーティン
グの際に、その内容を職員間で共有し、支
援方法を話し合っています。

今後も継続して実施していきます。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

その日の出来事や支援内容はお子様の連
絡ノートに記載し、毎日持ち帰っていただい
ています。また、施設では伝達ノートに記入
し、翌日のミーティングにて振り返りを行って
います。

今後も継続して実施していきます。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画
の見直し

定期的にモニタリングを行い、保護者から現
状を確認して、必要に応じて支援内容を見
直しています。

今後も継続して実施していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議への参画

児童発達支援管理責任者が参加していま
す。また、場合によっては相応しい支援員が
参加する事もあります。

今後も継続して実施していきます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

現在、該当の利用者はいません。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

現在、該当の利用者はいません。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

放課後等デイサービスへ移行される際、以
前の支援内容についての情報を共有し、ス
ムーズに移行できるように努めています。

必要に応じて支援内容の情報共有の機会を設けて
いきます。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供

学校卒業後の進路先に対して、必要があれ
ば保護者の同意を得た上で、これまでの支
援状況の情提供を行っています。

保護者からの要望があれば、今後も検討していき
ます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

可能な範囲で研修会に参加しています。 今後も必要に応じて参加していきます。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

現在、交流の機会は設けておりません。

はい…１０
どちらともいえない…３
いいえ…３
わからない…４

今後、交流会などを検討し、地域のお子様と関わる
機会があった際には、お伝えさせていただきます。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

長期休暇を利用して、地域のボランティアの
方との交流を行っています。

長期休みの際、地域の方と関わる事ができる機会
を、取り入れていきたいと考えています。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

見学に来られた時や、ご契約の時に、保護
者へ説明を行っています。

はい…２０
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

保護者に対して分かりやすく説明できるよう、今後
も努めていきます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

面談時に保護者と支援計画の内容を振り返
りながら、十分な聞き取りを行い、説明して
います。

はい…２０
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後も分かりやすい説明を心掛けていきます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

保護者からのご相談があれば、専門職によ
るアドバイスや、職員との面談を行い、話し
合いの場を設けています。

はい…１５
どちらともいえない…４
いいえ…０
わからない…１

保護者の悩みや思いに寄り添い、相談しやすい関
係作りに努めていきます。また、必要に応じて専門
職に繋げるなど、対応していきます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

保護者との連絡ノートでのやりとりや、送迎
時の伝達で、日頃のご様子をお伝えし、情
報を共有できるようにしています。

はい…２０
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後も、面談時や日々の伝達により、より共通理解
が出来るように努めていきます。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

面談時や送迎時にお会いした時に限らず、
電話やメールなどを活用し、保護者からの相
談に応じられるように、時間を作り対応して
います。

はい…２０
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

より一層、保護者が安心して相談できるような関係
作りに努め、気持ちに寄り添う事に努めていきま
す。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

今後の開催に向けて、準備しています。

はい…９
どちらともいえない…３
いいえ…３
わからない…５

開催できるように準備を行う予定です。開催時には
お便りの配布や、メールでの案内を行っていきたい
と思います。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

苦情があった際には、職員間ですぐに周知
し、対応するようにしています。また、改善策
についても、職員間で話し合い、保護者に伝
えています。

はい…１８
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…２

ご指摘を受けた際には、迅速に対応し、十分な説明
を行います。また、今後の取り組みについてお伝え
するなど、誠心誠意対応させていただきます。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

必要に応じて口頭だけでなく、文章やメー
ル、イラストカード等を用いて、わかりやすく
お伝えさせて頂いています。

はい…２０
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

様々な方法を活用し、分かりやすくお伝えできるよう
に努めていきます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

毎月、行事予定や活動内容の報告を記載し
た通信を発行して、お渡ししています。また、
定期的にブログを更新し、活動の様子を発
信しています。活動の様子を撮影した写真
を、メールで送信するなどもしています。

はい…１９
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…１

ブログの更新や、毎月の通信を通して、お子様のご
様子を見ていただけるように、お伝えしていきます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

個人情報が記載されているものは、ファイル
に綴じる等して、見えないように配慮してい
ます。また保管の際、鍵をかけるように徹底
し、破棄する時はシュレッダーを活用してい
ます。

はい…１９
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…１

個人情報の取り扱いについて、十分に気を付けて
対応していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

各マニュアルを作成して施設内に保管し、職
員が周知しています。保護者へは、契約時
や面談時にお伝えするようにしています。

はい…１９
どちらともいえない…１
いいえ…０
わからない…０

様々なマニュアルがある事をお伝えし、分かりやす
く説明していけるように努めていきます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

年間を通して計画を立て、月に一回、火災、
地震、水害、ガス漏れ、不審者を想定した避
難訓練をお子様と職員とで行っています。

はい…２０
どちらともいえない…０
いいえ…０
わからない…０

今後も避難訓練を実施していく中で、災害について
職員間で話し合い、備えていきます。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

虐待についてのミーティングを行い、日頃の
支援内容の振り返りや、具体的な事例を挙
げて意見を出し合い、虐待防止に努めてい
ます。また、法人全体で虐待に関する研修を
行っています。

引き続き、虐待防止について、研修やミーティング
を行う中で、職員と話し合いを重ねていき、意識を
高めていきます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明し、了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画へ
の記載

お子様によっては、安全確保を目的とし、や
むを得ず抱きかかえたりする場合もありま
す。その場合は、保護者と話し合いを行い、
支援内容へ記載し、保護者の同意をいただ
いた上で、実際に行った場合は記録を残し
ています。

日々の支援内容を広げていく中で、よりより支援を
考えていき、必要かどうか保護者と話し合いなが
ら、決定していきます。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

施設の利用開始の際に、保護者に必ずアレ
ルギーに関する確認を行っています。現在、
ご利用されているお子様に食物アレルギー
の方はいませんが、日々ご様子を見ていま
す。体調の変化が見られたら、保護者へお
伝えし、対応していていきます。

今後も継続して行っていきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

ヒヤリハット事例集は施設にて作成していま
す。気になることがあれば、職員間で共有し
た上で今後の対応を話し合い、記録に残し
て再発防止に努めています。

今後も継続して行っていきます。
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